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　甲状腺腫の良性悪性を判断する手段の一つに201T　1に
よるシンチグラムがあるQ一一般に悪性腫瘍では，early
scanで集積し，　delayed　scanで残存を認め，良性疾患
では，delayed　scanで残存を認めないことが多い。昭
和62年1月から平成元年12月までの間に当科で経験した
甲状腺疾患手術例は37例で，このうち術前にggmTcまた
は123　1　，201Tl　early，201　T　ldelayed　scanを施行で
きたのは21症例で，内訳は悪性腫瘍10例，良性疾患11例
であった。21症例中，201Tldelayed　scan陽性は9例
［悪性6例，良性3例］で，陰性は12例［悪性4例，良
性8例］であった。201Tl　delayed　scan偽陽性3例は
すべて濾胞腺腫であり，201　T　ldeIayed　scan偽陰性4
例のうち3例は乳頭腺癌であった。病理組織学的に，甲
状腺癌が非常に小さく，直径1　cm程度で結節内に限局し
ている場合や，嚢胞内の一部に限局している場合などは，
抽出されにくいと考えられた。
1 当科における聴器癌症例の検討 3 レーザー癌化学療法における基礎的研究
○岡田卓也，吉田知之，佐伯哲郎，奥平唯雄，
　舩坂宗太郎，（耳鼻咽喉科），竹田千里（がんセ
　ソター）
　聴器癌は頭頸部癌のなかでは比較的稀であり，
外耳道や中耳原発のものは予後不良である。我々
は，1977年忌り1989年の期間に東京医科大学
耳鼻咽喉科にて一次治療をおこなった15例につ
き検討したQ原発部位をConleyに従い外耳道狭
部を境に聴器外位，聴器内癌と分類したところ，
聴器外癌7例，聴器内癌8例であった。【まとめ】
D軟骨部外耳道癌であっても慢性中耳炎の既往
が6例中4例にみられ，なんらかの関連を有して
いる事が推測された。　ii）永続する耳痛に加え，
血性耳漏，悪臭のある耳漏，頭痛などがみられた
ときは，早期に組織学的診断をする必要がある。
iii）聴器内癌は聴器外癌に比べ予後が悪かった。
○玉地義弘，古川欽也，加藤治文（外科学第一），
　山沢勝夫（．生理学第二）
　Balb－Cマウス背部皮下に移植したMeth－A腫
瘍に対し，H：e－Ne　Laserの局所照射を併用した
化学療法を行い抗腫瘍効果を検討した。その目的
は少ない化学療法剤で局所の治療効果をあげると
ともに，化学療法剤の副作用を軽減することにあ
る。
　実験では，マウス尾静脈より5FU（50mg／k9）
を静注した5FU単独投与群，　静注直後腫瘍表面
にHe－Ne　Laser照射（2J／㎡・6J／㎡・18J／
㎡）を併用した各面における腫瘍内5FU濃度の
経時変化，凌辱における腫瘍重量：の経時的変化を
比較した。
　その結果，　5FUとHe－Ne　Laser　6J／㎡　照
射を併用した治療は，5FU単独治療群に比べ有意
な抗腫瘍効果（p＜0．05）を認め，　この抗腫瘍効
果の差は腫瘍内濃度との相関が認められた。
（1）
